
■』

ベイリーフ新居

ブライトスクエア新居柏原

みんなで身近なまちづくりの目標とルールを決める

それが『地区計画制度』です｡

湖西市



四四四日E3E)日日q
地区の範囲を限定し､地区の特性に応じたきめ細かな街づくりを進めるための制度です｡住民と行政が協

力し合って､地区施設や建物の建て方に関するルールを定め､計画に沿ったまちづくりを誘導していきます｡

四E)E3

rAi昭二圏
低層専用住宅地区

緑豊かで落ち着いた居住環

境の戸建て低層専用住宅地を

目指します｡

頭重垂"
一般住宅地区

店舗事務所等の立地も認め

つつ､良好な居住環境を有す

る低層住宅地を目指します｡

二麺露
集合住宅地区

周辺の環境に配慮した､中高

層集合住宅地を目指します｡

日日目口日日日日dlロ
地区計画の規制の中で､特に重要と思われる事項については､建築条例により規制を行います｡その内容

は､建築物の用途･容積率･建ペい率･高さ･各部分の高さ(道路斜線･隣地斜線) ･最低敷地･かき又はさくの構造

についての規定で､罰則が定められております｡

E]日田ロロE3日ロ日印E?
新しく家を建てるとき､増改築するとき､車庫･物置･門･塀･かき･さく等を作るとき､土地の区画を変更す

るときは､地区計画の規制に触れていないかチェックしてみましょう｡地区計画の区域内で､これらの行為を

行う場合は､当該行為着手の30日前までに届出が必要となります｡



旧日G)E)Ea旧Eg

地区の 名称 ��T､ﾅ3Rﾖ末f沫Fr�草 ��

地区の 面積 冩�r�&��o��紮���約0.1ha ��｢��o��縋���

建 ��xﾉｩ'ｨ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.佶ｩ'ｩZ����『次の各号の一に掲げる建築物 は建築してはならない』 (力寄宿舎､下宿及びl戸あたり35m2 ��xﾉｩ'ｨ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.佶ｩ'ｩZ����

①建築基準法別表第二[は]項第1号 刧@建築基準法別表第二[は]項第1号 

(ただし､寄宿舎､下宿及びl戸あたり35m2未 �(ただし､寄宿舎､下宿及びl戸あたり35m=末 

満の共同住宅､学校を除くo) 冕)i�,ﾈｺI:�ｩ���満の共同住宅､学校を除くo) 

②建築基準法別表第二[は]第4号 ③建築基準法別表第二[は]項第6号 ��ｧxﾕ｢�(診建築基準法別表第二[は]第4号 
築 物 等 �(参病院 ④単独車庫(ただし､50ni以下のものを除くo) 亶�-�ﾘ��cXﾘb�t(ﾉｩ'ｨｮ顏�d�¥ｩUﾉ�i?�ｸ,ﾕﾘﾘ��chﾘb�

の 用 宙+ﾘ+�+ZCS�ﾔX/�葎*h.俾�:竟H棈ﾌ�/��*ﾒ竰�⑤建築基準法別表第二[に]項第3号､ 

逮 の �8ﾉｩ'ｨｮ顏�d�¥ｩUﾉ�i?�ｸ,ﾕﾘuIU9�c畏b�第4号及び第5号 宙+ﾘ+�+ZCS�ﾖx/�葎*h.俾�:竟H棈ﾌ�/��*ﾖ��

制 宙+ﾘ+�+ZCVﾓ(/�葎*h.儿ﾙ��'ｸ�C#��譏/�里�(む畜舎(ただし､住宅等に附属する5m=以下の �8ﾉｩ'ｨｮ顏�d�¥ｩUﾉ�i?�ｸ,ﾕﾙ+��c畏b�

限 �*h.儿ﾙ����ﾌ亶�-�ｮｸﾊ��,ﾉ)���iH,ﾘ�yﾘ,��ものを除くo) 宙+ﾘ+�+ZCVﾓ(/�葎*h.儿ﾙ��'ｸ�C#��ﾗｨ/�里�

供する附属建築物を除くo) 宙�儘��｢�える附属倉庫及び危険物の貯蔵又は処理に供 

(参危険物の貯蔵又は処理に供する 建築物 】 �+x.儿ﾙ�靄ｨｹｩZ�/��*ﾘ�ｲ��



望区完!.言1ulr-:`LF重鎮撃 劍A荘 

建築物のi �15′10とするo 

容積率の10′10とするo 

最高限度邑 ��

建築物の害 震㌫l 店�ﾂ��,h+x.薬ぺﾖ9<SX�ﾂ��,h+x.薬��篦�

建築物の∃ 高さの邑 ･l= ≡ 佶ｩ'ｩZ�,ﾈﾘ(+8/�&餉Ylｨ*�.vﾄ�決岑,h+x.薬� 

高建i 剏囃z物の各部分の高さは､ 前面道路の反対側の境界線 
さl 

霜3㌧ 限告 盃努 崇の 刺 限 佶ｩ'ｩZ�,ﾈｦYYIZｨ,ﾈﾘ(+8,ﾚI��ｩ;刋�,ﾉKﾙ���H,ﾈｺｸ､Y�ﾈ*�.r�X,ﾉ�Y[ﾘｹyz8*｣#�ﾘ決岑,ﾉLﾘ雇>�,�*�*(,H,ﾚI9h･兀IZｨ*�.y���.hﾇﾉ~ﾈ�9之r"�幡�ﾇ��ﾈ-ﾈ,X,ﾉ�Yy8,���#X/��h+h,I;�+ﾘﾖ2�Y���からの水平距離が20m以下 の範囲内においては､当該部 分から前面道路の反対側の 境界線までの水平距離に 1.25を乗じて得た数値以下 とする(注2) 

高建 白��������20mを超える部分を有す る建築物の各部分の高さは､ 隣地境界線までの水平距離に それぞれの部分からの隣地境 
さ築 
の物 白���ﾂ�

lの 

限各i 刳E緑までの水平距離のうち最 

喪努 亦�小のものに相当する距離を加 えたものに1.25を乗じて得 た数値に20mを加えた数値 

歪の 刺 

防 ����以下とする○捷2) 

建築物の 敷地面積の 最低限度 亦�ﾂ�ｧ��cVﾕｧH+x.薬���l65mgとするo(注3) 

建築物の 意匠の 制限 亦�j�t�ﾉｩ'ｩZ�,ﾈ､�x,ﾚH�鈷,i+)��,ﾈ,h.ｨ+ﾙ�hﾘx*(,ﾈ.�,ﾈ,�+x.��ｲ�
≡ …②自己の用に供する目的以外の看板若しくは広告物は設置してはならないo I 

i i 橋か皇甜境界に面するかき又はさくは､生け蚊はさく又は金網その他それらに類するものとするo(注.) 剴ｹ路境界に面するかき又はさ くは､生け垣又は周辺環境と 

造き の又 仍�+ﾘ+�+ZH鵁,佝h+�.�.�,ﾈ,ﾘ+�,ﾈﾌ�.�,X,�*&��陲�

制は 
限きき①門及び門の袖(地盤面からの高さが1.2m以下で､かつ､左右のそれぞれの袖の長さが2.0m以下のものに限るo' 凾ﾌ調和に配慮したさくとするo 

の 舒ﾈt�&餉Ylｨ*�.sc�6ﾘ決岑,ﾈ5(984�8ｨ�ｸ6xｮ��)iH,ﾘ+�.ｨ.x,冉ｨ+x.�.�,ﾆ��ｲ���ﾒ�

注1.ただし､角地等については建築基準法別表第53条第3項第2号の緩和規制に

より1 /1 0を加えた数値とする｡

注2 oただし､建築物の敷地が二以上の道路に接し､又は公園､広場､川若しくは海そ

の他これらに類するものに接する場合､建築物の敷地とこれに提する道路若し

くは隣地との高低の差が著しい場合その他特別の事情がある場合の緩和の設

置は､建築基準法第56条第6項の規定を準用する｡

注3 oただし､建築基準法別表第二[い]項第9号に掲げる公益上必要な建築物につ

いては､この限りでない｡

注4 ●建築条例によりコンクリートブロック造･コンクリート造･レンガ造･石造等とす

ることは制限されています｡

詳細につきましては気軽に市役所の建築住宅課に聞いて下さい｡
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